
　

日

本

生

産

性

本

部

は

�

月

�

日

、

第

�

期

「

人

事

部

長

ク

ラ

ブ

」

の

�

月

例

会

を

都

内

で

開

催

（

オ

ン

ラ

イ

ン

併

用

）

し

た

。

当

日

は

「

１

７

０

０

万

人

以

上

の

社

員

ク

チ

コ

ミ

か

ら

読

み

解

く

選

ば

れ

る

会

社

・

選

ば

れ

な

い

会

社

」

を

テ

ー

マ

に

、

オ

ー

プ

ン

ワ

ー

ク

代

表

取

締

役

社

長

の

大

澤

陽

樹

氏

が

講

演

し

た

。

　

オ

ー

プ

ン

ワ

ー

ク

は

、

日

本

最

大

級

の

社

員

ク

チ

コ

ミ

サ

イ

ト

「

Ｏ

ｐ

ｅ

ｎ

Ｗ

ｏ

ｒ

ｋ

」

や

、

企

業

向

け

採

用

支

援

サ

ー

ビ

ス

の

「

Ｏ

ｐ

ｅ

ｎ

Ｗ

ｏ

ｒ

ｋ

リ

ク

ル

ー

テ

ィ

ン

グ

」

、

ク

チ

コ

ミ

デ

ー

タ

を

新

た

な

社

会

課

題

解

決

に

活

用

す

る

オ

ル

タ

ナ

テ

ィ

ブ

デ

ー

タ

サ

ー

ビ

ス

な

ど

を

展

開

し

て

い

る

。

　

同

社

で

は

、

「

Ｏ

ｐ

ｅ

ｎ

Ｗ

ｏ

ｒ

ｋ

」

に

投

稿

さ

れ

た

上

場

企

業

�

年

分

の

業

績

デ

ー

タ

や

社

員

ク

チ

コ

ミ

を

、

Ａ

Ｉ

を

使

っ

て

分

析

し

、

働

き

が

い

や

働

き

や

す

さ

を

ス

コ

ア

化

す

る

こ

と

で

、

働

き

が

い

や

働

き

や

す

さ

が

企

業

の

業

績

に

貢

献

す

る

か

ど

う

か

の

研

究

を

行

っ

て

い

る

。

　

大

澤

氏

は

、

こ

れ

ま

で

の

研

究

成

果

と

し

て

、

こ

の

�

年

で

働

き

や

す

さ

は

改

善

傾

向

に

あ

る

が

、

働

き

が

い

は

下

が

り

続

け

て

い

る

と

し

た

。

働

き

が

い

は

企

業

成

長

に

と

っ

て

大

切

で

あ

る

こ

と

（

企

業

財

務

の

結

果

は

１

～

２

年

後

に

働

き

が

い

に

影

響

し

、

働

き

が

い

の

ス

コ

ア

は

３

年

後

に

企

業

財

務

の

結

果

に

影

響

す

る

こ

と

）

、

ク

チ

コ

ミ

総

合

平

均

が

前

年

比

１

・

０

㌽

改

善

し

た

企

業

は

翌

年

の

Ｒ

Ｏ

Ａ

（

総

資

産

利

益

率

）

が

同

じ

く

約

１

・

０

㌽

上

昇

し

て

い

る

こ

と

な

ど

を

紹

介

し

た

。

　

ま

た

、

ク

チ

コ

ミ

か

ら

は

労

働

者

の

四

つ

の

欲

求

（

「

長

期

・

安

定

性

（

明

確

な

理

念

や

経

営

計

画

な

ど

の

目

標

の

魅

力

）

」

「

仕

事

・

成

長

力

（

事

業

優

位

性

や

仕

事

の

や

り

が

い

な

ど

の

活

動

の

魅

力

）

」

「

人

・

組

織

（

風

通

し

の

良

い

風

土

や

若

手

の

活

躍

な

ど

組

織

の

魅

力

）

」

「

評

価

・

待

遇

（

最

先

端

の

設

備

や

納

得

感

の

あ

る

給

与

な

ど

待

遇

の

魅

力

）

」

）

の

ス

コ

ア

が

わ

か

る

と

説

明

。

そ

の

う

え

で

、

こ

の

�

年

間

で

下

降

し

続

け

て

い

る

評

価

ス

コ

ア

は

「

�

代

成

長

環

境

」

で

あ

る

こ

と

や

、

「

�

代

成

長

環

境

」

や

「

人

事

評

価

の

適

正

感

」

の

二

つ

が

高

い

と

働

き

が

い

が

上

が

る

こ

と

、

若

手

社

員

が

成

長

環

境

を

評

価

し

て

い

る

企

業

に

共

通

す

る

要

素

は

「

フ

ィ

ー

ド

バ

ッ

ク

を

も

ら

え

る

環

境

」

や

「

キ

ャ

リ

ア

支

援

」

で

あ

る

こ

と

、

「

会

社

へ

の

不

満

」

よ

り

も

「

将

来

へ

の

不

安

」

が

早

期

離

職

理

由

に

な

っ

て

い

る

こ

と

、

残

業

時

間

の

削

減

や

有

給

休

暇

消

化

率

の

向

上

は

若

手

社

員

に

と

っ

て

の

会

社

満

足

度

の

向

上

に

は

つ

な

が

ら

な

く

な

っ

て

き

て

い

る

こ

と

、

若

手

社

員

に

と

っ

て

は

成

長

環

境

と

や

る

気

の

あ

る

同

僚

が

多

い

こ

と

が

会

社

満

足

度

に

つ

な

が

る

こ

と

な

ど

を

指

摘

し

、

若

手

の

成

長

環

境

や

人

事

評

価

が

企

業

の

差

別

化

要

素

に

な

る

時

代

だ

と

述

べ

た

。

　

働

き

が

い

の

あ

る

会

社

と

な

い

会

社

で

は

ど

ん

な

言

葉

が

ク

チ

コ

ミ

で

飛

び

交

っ

て

い

る

の

か

を

比

較

し

た

と

こ

ろ

で

は

、

働

き

が

い

の

あ

る

会

社

の

上

位

５

％

の

企

業

で

は

、

共

感

、

前

向

き

、

自

由

闊

達

、

オ

ー

プ

ン

、

ミ

ッ

シ

ョ

ン

な

ど

の

言

葉

が

、

出

現

頻

度

が

高

い

の

に

対

し

て

、

下

位

５

％

の

企

業

で

は

、

精

神

論

、

旧

態

依

然

、

昔

な

が

ら

、

ア

ナ

ロ

グ

、

の

ん

び

り

、

ま

っ

た

り

、

顔

色

、

機

嫌

な

ど

、

環

境

変

化

に

適

応

で

き

な

い

「

運

動

神

経

の

悪

さ

」

に

関

す

る

単

語

が

目

立

つ

こ

と

も

指

摘

し

た

。


